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「滋賀県景気：2023 年度の回顧と 24 年度の展望」 

 
・23 年度は、緩やかな持ち直しの動きが、年度後半にかけて

弱まった 

・24 年度は、再び緩やかに持ち直していくとみられるが、下

振れリスクには注意が必要 
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【総括】 

◆23年度の回顧 

・県内の生産活動は、23年度前半は中国景気が不動産市況の低迷や米国による対中規制の強

化などの影響で減速したことや、半導体市況の低迷などの影響で、一進一退の動きとなっ

た。後半の 12 月には一部大手自動車メーカーの県内工場が、認証不正問題の影響で全面

的に操業停止となった影響で、県内の生産活動は年度末にかけて大幅に減速した。 

・需要面では、小売業６業態計売上高は、22 年１月以降 27 か月連続で前年比プラスが続い

ている。ただし、消費者物価指数（帰属家賃を除く総合）上昇分を除くとその勢いは弱まって

おり、23 年度後半の物価上昇を考慮した実質個人消費は、前年からほとんど伸びていないとみ

られる。また、乗用車の新車登録台数・販売台数は、４月から 11月にかけて好調に推移し

たが、24年１月以降は一部大手自動車メーカーによる認証不正問題の影響で、前年同月比

で二ケタの大幅マイナスが続いている。 

・投資需要では、民間設備投資は、鉱工業用で一部大手県内進出メーカーによる工場建設の

動きがみられたことや、サービス業用で大型物流施設の着工があったことから、前年を大

幅に上回る月があったものの、建築資材の高騰や職人不足による人件費の高騰などから建

築コストが高止まりし、半数以上の月で前年比マイナスとなった。住宅投資はほとんどの

月で前年比マイナスとなった。 

・これらをまとめると、23年度は、緩やかな持ち直しの動きが年度後半にかけて弱まったと

みられる。 

 

◆24年度の展望 

・県内の生産活動は、一部大手自動車メーカーの県内工場において稼働が再開したことや世

界的なＩＴ関連需要の底打ちなどから、徐々に持ち直していくことが見込まれる。ただし、

今年６月には複数の大手自動車メーカーによる新たな認証不正問題が発覚しており、その

影響には注意が必要である。 

・需要面では、今春闘での賃上げの動きが県内企業に広がることが期待されるが、実質個人

消費の伸びは限定的になると考えられ、耐久消費財等の高額品販売では鈍化傾向が続くお

それがある。 

・投資需要では、建築価格の高止まりが懸念され、民間設備投資と住宅投資は、ともに低調

な推移を見込んでいる。一方、人手不足に対応した省力化・省人化投資、脱炭素に向けた

環境対応投資など、将来を見据えた投資の増加が期待される。 

・これらをまとめると、今後の県内景気については、再び緩やかに持ち直していくと考えら

れるが、円安の長期化に伴う物価高騰や、物流・運送や建設、医療などの業界で時間外労

働の上限規制が適用される「2024年問題」に伴う人件費や物流コストの増加、人手不足に

よる供給制約など、下振れリスクには注意する必要がある。 
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【各部門のまとめ】 

（1）生産：23 年度後半は一部大手自動車メーカーの県内工場が稼働停止となった影響で全体に

低調な推移。今後はその稼働再開と世界的な半導体市況の持ち直しで、緩やかな回

復を見込む 

・23 年度前半は新型コロナの５類移行により経済活動の正常化が進んだものの、中国景気が不

動産市況の低迷や米国による対中規制の強化などの影響で減速したことや、半導体市況の

低迷などの影響で、一進一退の動きとなった。また、後半の 12 月には一部大手自動車メーカ

ーによる認証不正問題が発覚。その県内工場が 12 月下旬から３月中旬にかけて全面的に操

業停止となった影響が他の業種にも広がり、県内の生産活動は年度末にかけて減速。特に 24

年２月は大幅なマイナス（前月比▲18.4％）となるなど、全体に低調に推移した。 

・今後の生産活動を見通すと、今年３月中旬からは一部大手自動車メーカーの県内工場で稼働

を再開しており、今後は徐々に持ち直していくことが見込まれる。また、世界的にＩＴ関連

需要が底打ちしていることも好材料である。ただし、今年６月には複数の大手自動車メーカ

ーによる新たな認証不正問題が発覚しており、その影響には注意する必要がある。 

 

（2）個人消費： 23 年後半の実質個人消費はほとんど伸びていないとみられる。消費者の低価格

志向の強まりから、高額品販売の鈍化傾向が続いている。今後は複数の大手自

動車メーカーによる新たな認証不正問題の影響にも注意が必要 

・小売業６業態計売上高は、22 年１月以降 27 か月連続で前年比プラスが続いている。ただし、

消費者物価指数（帰属家賃を除く総合）上昇分を除くとその勢いは弱まっており、23 年度後

半の物価上昇を考慮した実質個人消費は、前年からほとんど伸びていないとみられる。 

・今後の県内小売業の販売動向は、生活必需品を中心に緩やかな増加基調が続くとみられるが、

その要因は物価高の影響が大きく、実質個人消費の伸びは限定的になると考えられる。今春

闘での賃上げの動きが県内企業に広がることが期待されるものの、消費者の低価格志向の強

まりから、耐久消費財等の高額品販売は、鈍化傾向が続くおそれがある。 

・乗用車の新車登録台数・販売台数は、４月から 11 月にかけて好調に推移したが、24 年１月

以降は前年比で二ケタの大幅マイナスが続いている。昨年 12 月に一部大手自動車メーカー

による認証不正問題が発覚。一部車種の出荷停止や消費者の自動車に対する不信感の強まり

が影響しているとみられる。 

・今後については、徐々に持ち直していくとみられるが、今年６月には複数の大手自動車メー

カーによる新たな認証不正問題が発覚しており、その影響に注意が必要である。 

 

（3）観光：新型コロナの５類移行とインバウンドの増加などで、県内の観光入込客数は堅調に

推移。今後についても大河ドラマ「光る君へ」の放映効果に期待 

・５月に新型コロナの感染症法上の扱いが５類に移行されるなど、社会経済活動が正常化した

ことから、23 年度の県内観光入込客数は概ね堅調に推移した。22 年度は「全国旅行支援」

と滋賀県独自の観光振興策である「今こそ滋賀を旅しよう！」の支援策による入込客数の増

加があったため、23 年度はその反動減が一部でみられたものの、年度末にかけて県内でもイ

ンバウンド客が回復傾向にあるなど、県内への入込客数は順調に推移した。 

 ・今後についても、ＮＨＫ大河ドラマ「光る君へ」の放映効果などから、大津地区を中心に堅

調な推移が期待される。 
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（4）民間設備投資：建築コストの高止まりで半数以上の月で前年比マイナスとなるが、大手

県内進出メーカーによる工場建設や、大型物流施設の着工があり前年を

大幅に上回る月もあった 

・民間非居住用建築物着工床面積をみると、23年度は物価高による建築資材の高騰や職人

不足による人件費の高騰などから建築コストが高止まりし、半数以上の月で前年比マイ

ナスとなった。そうした中で、鉱工業用では、一部の大手県内進出メーカーによる工場

建設の動きがみられたことや、サービス業用では、大型物流施設の着工があったことか

ら、前年を大幅に上回る月があった（４月：前年同月比＋26.5％、８月：同＋26.3％、

10月：同＋36.3％、11月：同＋578.9％、24年３月：＋563.0％）。 
・今後については、建築価格の高止まりが予想されることから、当面は、建築を伴う大型投資

の動きは低調な推移が見込まれる。一方、人手不足に対応した省力化・省人化投資、脱炭

素に向けた環境対応投資など、将来を見据えた投資の増加が期待される。 
 

（5）住宅投資：持家と分譲住宅が低水準の推移。今後も住宅購入・建築需要の回復は見込み難

く、伸び悩むと考えられる 

・新設住宅着工戸数の推移をみると、23 年度はほとんどの月で前年比マイナスとなった。 

・利用関係別でみると、持家と分譲住宅は全体に低水準で推移した。貸家は年度前半には前年

比で大幅マイナスとなる月が多かったが、後半は前年比プラスとなる月も多くみられた。建

築コストの高騰が続いており、マイホームを諦め、貸家を選択するケースが増加傾向にある

と考えられる。 

・今後については、今年３月に日銀がマイナス金利政策を解除したことに伴い、住宅ローン金

利が小幅上昇していることに加えて、建築コストの高騰も続いており、住宅購入・建築需要

の回復は見込み難く、全体に伸び悩むと考えられる。 

 

（6）公共投資：請負金額は 23 年度累計で２年ぶりに増加。今後は横ばいの推移を予想 

 ・西日本建設業保証㈱の前払金保証額から請負金額をみると、23 年度累計で約 1,632 億円、前

年度比＋4.4％となり、２年ぶりの増加となった。 

・発注者別では、「独立行政法人」の増加が突出しているが（前年度比＋61.0％）、国や、県、

市町は前年比でマイナスとなった。 

・今後については、国による「防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化対策」が実施さ

れる 25 年までは大幅な減少はないとみられるが、「県」や「市町」は公共工事関連予算の大

幅な増加が望めないことから、全体としては横ばいの推移を見込む。 

 

（7）雇用：県内の雇用環境は年間を通じて緩やかに低下。今年２月には「有効求人倍率」が一時

的に１倍を下回る。求人と求職のミスマッチが一部で発生 

・新規求人数をみると、ほとんどの月で前年比マイナスとなった。新規求職者数は４月から６

月にかけて前年比マイナスで推移したが、その後はプラス基調で推移している。 

・有効求人倍率は、４月の 1.14 倍から徐々に低下し、24 年２月には 0.99 倍と 22 年１月以来

約２年ぶりに１倍を下回った。 

・一方で、当社が実施している「県内企業動向調査」の結果をみると、県内では非製造業を中

心に深刻な人手不足が続いている。 

・このような状況から、好条件を求める求職者が増加しており、求人と求職のミスマッチが一

部で発生している可能性がある。 

以上 
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１．生産：23 年度後半は一部大手自動車メーカーの県内工場が稼働停止となった影響で全体に

低調な推移。今後はその稼働再開と世界的な半導体市況の持ち直しで、緩やかな回

復を見込む 

・最近の県内の生産活動を鉱工業生産指数でみると、原指数の前年同月比は、23 年度前半は

概ね一進一退で推移していたが、12月から年度末にかけてはマイナスの月が多くみられた。

季節調整済指数（以下、季調済指数）の前月比は、23 年度前半は新型コロナの５類移行に

より経済活動の正常化が進んだものの、中国景気が不動産市況の低迷や米国による対中規

制の強化などの影響で減速したことや、半導体市況の低迷などの影響で、一進一退の動きと

なった。また、後半の 12月には一部大手自動車メーカーによる認証不正問題が発覚。その

県内工場が 12 月下旬から３月中旬にかけて全面的に操業停止となった影響が他の業種にも

広がり、県内の生産活動は年度末にかけて減速。特に 24年２月は大幅なマイナス（前月比

▲18.4％）となるなど、全体に低調に推移した。 

・このような状況を季調済指数の３か月移動平均値のグラフでみると、５月（104.4）をピー

クに低下した後、９月（104.1）から 12月（104.6）にかけては持ち直していたが、24年１

月以降は 100を割り込み、特に２月（92.6）は大きく落ち込んだ。 

・今後の生産活動を見通すと、今年３月中旬からは一部大手自動車メーカーの県内工場が稼働

を再開しており、今後は徐々に持ち直していく見込みで、世界的にＩＴ関連需要が底打ちし

ていることも好材料である。ただし、今年６月には複数の大手自動車メーカーによる新たな

認証不正問題が発覚しており、その影響には注意が必要である。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

23年1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 24年1 2 3

原指数（前年同月比） ▲ 16.4 ▲ 11.9 ▲ 5.3 ▲ 10.1 1.2 0.8 ▲ 17.4 0.0 ▲ 3.1 1.5 1.3 ▲ 6.9 11.7 ▲ 8.5 ▲ 12.0

季調済指数（前月比） ▲ 18.2 2.7 8.0 ▲ 3.2 5.8 3.9 ▲ 17.1 21.3 ▲ 4.3 ▲ 7.0 7.7 1.3 ▲ 4.4 ▲ 18.4 11.3
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鉱工業生産指数の推移（滋賀県、2015年=100）

（出所） 滋賀県統計課 「滋賀県鉱工業指数」
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・業種別に最近の動きをみると、水準が高いのは「生産用機械」と「化学」となっている。特

に「生産用機械」は、半導体・フラットパネルディスプレイ製造装置を中心に 23年度は年

間を通じて高水準が続き、季調済指数が 200 を超えた月もみられた（６月：235.6、８月：

215.5、９月：227.1、11月：225.8、24年１月：283.4）。 

・一方、水準が低いのは、引き続き「電子部品・デバイス」や「金属製品」などとなっている。

また、「輸送機械」は 12月に発覚した認証不正問題に伴い、一部大手メーカーの県内工場が

12月下旬から 24年３月中旬にかけて全面的に稼働停止となった影響で大きく落ち込み、今

年１月以降は 30台で推移している（１月：34.4、２月：31.8、３月 39.5）。 
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年4-6

月期

7-9月

期

10-12

月期

2023

年1-3

月期

4-6月

期

7-9月

期

10-12

月期

2024

年1-3

月期

2023

年10

月

11月 12月
2024

年1月
2月 3月

鉱工業総合 108.3 109.5 104.7 96.6 104.4 101.7 103.2 92.6 97.7 105.2 106.6 101.9 83.2 92.6

鉄鋼・非鉄金属 92.0 89.7 91.0 83.8 86.2 89.8 84.5 61.6 87.8 85.5 80.2 56.8 63.7 64.2

金属製品 76.0 74.8 71.3 70.8 72.8 71.9 66.9 58.3 68.0 62.8 69.8 58.8 58.9 57.3

生産用機械 174.6 192.0 203.8 145.7 179.5 191.8 191.9 177.8 155.0 225.8 195.0 283.4 101.4 148.5

40

60

80

100

120

140

160

180

200

220

240

260

280

300

業種別の鉱工業生産指数の推移①（季調済指数、2015年＝100）

（出所） 滋賀県統計課 「滋賀県鉱工業指数」
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2022年

4-6月

期

7-9月

期

10-12

月期

2023年

1-3月

期

4-6月

期

7-9月

期

10-12

月期

2024年

1-3月

期

2023年

10月
11月 12月

2024年

1月
2月 3月

汎用・業務用機械 122.9 118.1 109.1 103.0 102.7 110.5 114.0 101.3 106.5 105.6 129.8 103.1 92.3 108.4

電子部品・デバイス 52.9 50.2 50.2 46.8 46.1 48.0 46.6 43.5 47.2 47.0 45.6 43.3 41.1 46.1

電気・情報通信機械 84.7 90.8 86.1 79.8 83.4 77.3 86.1 83.8 77.3 78.9 102.1 87.9 89.3 74.3

輸送機械 82.3 86.1 98.3 78.5 78.4 88.2 85.5 35.2 92.3 87.0 77.1 34.4 31.8 39.5
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業種別の鉱工業生産指数の推移②（季調済指数、2015年＝100）

（出所） 滋賀県統計課 「滋賀県鉱工業指数」
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2023年

1-3月

期

4-6月

期

7-9月

期

10-12

月期

2024年

1-3月

期

2023年

10月
11月 12月

2024年

1月
2月 3月

窯業・土石製品 82.6 82.9 80.9 72.6 72.9 71.1 73.9 65.6 75.3 72.2 74.2 66.9 62.4 67.5

化学 151.0 147.2 124.7 129.9 156.0 123.1 129.8 134.5 117.3 134.0 138.1 131.8 134.6 137.2

プラスチック製品 99.4 93.5 86.9 82.9 86.6 86.8 92.5 82.7 92.9 89.8 94.9 81.0 85.8 81.3

パルプ・紙・紙加工品 105.0 103.7 103.8 100.4 99.8 100.1 103.3 97.4 102.5 102.8 104.7 92.7 101.5 98.0

食料品 101.7 96.7 95.2 94.2 93.5 94.9 94.7 97.7 91.5 96.9 95.6 95.3 94.1 103.8

その他 83.7 86.5 86.2 85.8 88.8 82.9 84.1 78.4 85.8 84.6 81.9 76.8 78.9 79.6
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業種別の鉱工業生産指数の推移③（季調済指数、2015年＝100）

（出所） 滋賀県統計課 「滋賀県鉱工業指数」
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２．個人消費：小売業６業態計売上高は年間を通じて前年比プラスで推移するも、実質個人消費は

前年からほとんど伸びていないとみられる。消費者の低価格志向の強まりから、高

額品販売の鈍化傾向が続いている。今後は複数の大手自動車メーカーによる新たな

認証不正問題の影響にも注意が必要 

【消費者物価指数】 

・大津市の消費者物価指数の推移をみると、「エネルギー」（電気代、都市ガス代、プロパンガ

ス、灯油、ガソリン）は 23 年２月以降、政府の総合経済対策により電気代と都市ガス代が

抑制されたことで、前年比マイナスで推移していたが、対策開始から１年が過ぎた 24年２

月以降は、前年比で微増となっている。 

・「生鮮食品を除く総合」（いわゆる「コア指数」）でみると、23年度は前年比で年間を通じて

２％を超える上昇幅であった。特に 24 年２月は３％を超えた（前年比＋3.2％）。電気代や

ガス代に対する政府による物価対策の開始から１年が経過したことから、その効果が剥落

したことが主因とみられる。また、23 年度の対米ドルでの為替相場は、４月には 130 円台

で推移していたが、11月には一時 150円台となり、年度末の 24年２月～３月にかけて再び

150円台となるなど、年間を通じて急速に円安が進んだ。円安の進行に伴い、輸入物価が上

昇していることも大きく影響しているとみられる。 

・今後については、対米ドルでの為替相場が４月に一時 160 円台となり、1990 年４月以来お

よそ 34年ぶりの円安水準となるなど、円安傾向が続いている。日本ではマイナス金利政策

が解除されたものの、当面は低金利政策が続くとみられることから、円安傾向は変わらず、

輸入物価が高止まりする可能性が高いと考えられる。また、物流・運送や建設、医療などの

業界で時間外労働の上限規制が適用される「2024 年問題」に伴う人件費や物流コストの増

加も懸念される。 

・また、人件費負担の増加を受けてサービス価格が上昇傾向にあるなど、物価上昇圧力の裾野

が広がっていることから、家計のインフレ警戒感が和らぐことは当面難しいと考えられる。 

 

 

 

 

 

22年

10月
11月 12月

23年

1月
2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

24年

1月
2月 3月 4月

CPI① 3.2 3.0 3.3 3.5 2.2 2.7 2.6 2.5 2.5 2.6 2.7 2.3 2.5 2.4 2.0 2.2 3.2 2.8 2.6

CPI② 1.5 1.3 1.4 1.6 1.8 2.3 1.9 2.1 2.2 2.2 2.1 2.1 2.1 2.4 2.3 2.5 2.5 2.4 2.3

エネルギー 13.7 11.0 11.3 9.9 ▲ 7.9 ▲ 9.0 ▲ 8.7 ▲ 11.4 ▲ 13.0 ▲ 14.4 ▲ 14.5 ▲ 16.6 ▲ 11.6 ▲ 12.5 ▲ 13.1 ▲ 13.3 0.3 1.0 0.7
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（％） 消費者物価指数（CPI)（大津市、2020年=100）の推移（前年同月比）

（注）CPI①：生鮮食品を除く総合（左目盛）

CPI②：食料(酒類を除く)及びエネルギーを除く総合（左目盛）
エネルギー:電気代、都市ガス代、プロパンガス、灯油、ガソリン（右目盛）

（出所） 滋賀県統計課 「消費者物価指数（大津市）」

（％）
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【家計消費関連指標】 

・大津市の家計消費関連指標の動きをみると、可処分所得は５月から年度末にかけては全ての

月で前年比マイナスの推移となった。また、消費支出は 23 年度前半については概ね前年比

プラスで推移していたが、８月から年度末にかけては全ての月で前年比マイナスの推移と

なった。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23年

1月
2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

24年

1月
2月

消費支出 ▲ 7.3 ▲ 9.0 3.0 7.1 11.0 12.4 6.7 ▲ 8.8 ▲ 12.3 ▲ 13.9 ▲ 9.4 ▲ 7.9 ▲ 10.5 ▲ 6.6

可処分所得 ▲ 17.7 ▲ 1.9 2.9 4.0 ▲ 6.6 ▲ 6.0 ▲ 7.7 ▲ 5.6 ▲ 11.6 ▲ 15.9 ▲ 15.4 ▲ 10.8 ▲ 9.0 ▲ 5.7

実収入 ▲ 17.3 ▲ 1.2 3.3 5.5 ▲ 4.6 ▲ 3.8 ▲ 7.3 ▲ 6.7 ▲ 13.7 ▲ 18.1 ▲ 16.5 ▲ 12.2 ▲ 10.2 ▲ 8.3
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（％）

大津市の家計消費関連指標の推移

（二人以上の世帯のうち勤労世帯、３か月移動平均値の前年同月比）

消費支出 可処分所得 実収入

（出所）総務省「家計調査」
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【賃金指数】 

・23 年度の名目賃金指数は、全国は全ての月で前年比プラスの推移となったが、滋賀県は概

ね数か月で増減を繰り返しており、平均すると前年比ほぼ横ばいで推移している。 

・23年度の実質賃金指数は、全国は全ての月で前年比マイナスの推移（22年４月以降 24か月

連続でマイナス）となった。滋賀県は概ね前年比でマイナスの推移となり、一部でプラスと

なった月もみられた（６月：前年同月比＋3.5％、10月：同＋0.4％、24年３月：＋0.2％）。 

 ・全国では名目賃金指数が増加傾向にあるものの、物価上昇分を考慮した実質賃金指数は低下

が続いている。滋賀県も概ね全国と同じ傾向であり、消費者の実質賃金は低下傾向にある。 

 

 

 
 

 
 

 

22年1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 23年1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 24年1 2 3

全国 1.1 1.2 2.0 1.3 1.0 2.0 1.3 1.7 2.2 1.4 1.9 4.1 0.8 0.8 1.3 0.8 2.9 2.3 1.1 0.8 0.6 1.5 0.7 0.8 1.5 1.4 1.0

滋賀県 1.7 2.9 3.4 4.0 2.9 1.4 ▲ 0.9 1.7 4.1 4.0 3.8 0.8 ▲ 2.9▲ 1.5▲ 2.7 0.2 ▲ 2.2 6.5 ▲ 1.6▲ 3.3 1.8 3.8 ▲ 1.1▲ 1.1▲ 2.8 1.7 3.3
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名目賃金指数の推移（全国、滋賀県）

全国 滋賀県
（前年同月比・％）

22年1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 23年1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 24年1 2 3

全国 0.5 0.0 0.6 ▲ 1.7▲ 1.8▲ 0.6▲ 1.8▲ 1.7▲ 1.2▲ 2.9▲ 2.5▲ 0.6▲ 4.1▲ 2.9▲ 2.3▲ 3.2▲ 0.9▲ 1.6▲ 2.7▲ 2.8▲ 2.9▲ 2.3▲ 2.5▲ 2.1▲ 1.1▲ 1.8▲ 2.1

滋賀県 1.1 1.9 2.6 1.5 0.7 ▲ 0.4▲ 3.2▲ 0.9 1.3 0.5 0.2 ▲ 2.9▲ 6.7▲ 4.0▲ 5.8▲ 2.8▲ 5.1 3.5 ▲ 4.7▲ 6.2▲ 1.2 0.4 ▲ 4.0▲ 3.6▲ 5.1▲ 1.9 0.2
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実質賃金指数の推移（全国、滋賀県）

全国 滋賀県
（前年同月比・％）
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【小売店の販売状況】 

・23年度の百貨店・スーパーの販売状況をみると、「家電機器」と「家庭用品」はほぼ全ての

月で前年比マイナスが続き、「衣料品」は年度前半は多少の増減はあるもののほぼ横ばいで

推移していたが、後半はほとんどの月で前年比マイナスとなっている。一方、ウエイトの高

い「飲食料品」が全ての月で前年比プラスになったのをはじめ、「身の回り品」は多少の増

減はあるものの、年間を通じてプラス基調で推移した。 

・23年度は、日常の生活に欠かせない「飲食料品」や「身の回り品」といった生活必需品を中

心に販売額が伸びたが、「家電機器」や「衣料品」「家庭用品」などの品目は販売額が伸びず

低調な推移となった。 

・大型専門店などの他の小売業態の販売額をみると、「家電大型専門店」と「ホームセンター」

は、半数以上の月が前年比マイナスで低調な推移となったが、新規出店が続く「ドラッグス

トア」は家計の低価格志向の強まりなどから 31 か月連続で増加しているのに加え、１店舗

あたりの売上高も 23年２月から 14か月連続で増加している。「コンビニエンスストア」は

年度前半は前年比プラス基調で推移していたが、年度後半には前年比マイナスとなる月も

みられた（24年１月：前年比▲0.1％、３月：同▲2.4％）。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年

4-6月

期

7-9月

期

10-12

月期

2023年

1-3月

期

4-6月

期

7-9月

期

10-12

月期

2024年

1-3月

期

2023年

10月
11月 12月

2024年

1月
2月 3月

①小売業６業態計売上高 2.0 2.5 4.5 2.3 3.2 4.9 3.0 3.3 3.0 4.4 1.8 2.8 4.3 3.0

百貨店・スーパー(全店) ▲ 0.4 0.1 1.4 ▲ 0.1 2.0 3.2 2.4 3.2 0.7 3.0 3.4 2.9 2.4 4.4

大型専門店計 3.7 5.3 8.5 4.4 5.5 8.4 5.4 5.6 7.3 9.4 0.7 4.7 7.8 4.5

コンビニエンスストア 4.9 3.8 5.5 5.1 2.4 3.4 0.6 0.1 1.5 0.2 0.0 ▲ 0.1 3.4 ▲ 2.4

▲ 4
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（％） 百貨店・スーパー、大型専門店、コンビニエンスストアの小売業態別販売額（前年同期（月）比）

（注）大型専門店計は、家電大型専門店とドラッグストア、ホームセンターの合計。

（出所） 経済産業省 「商業動態統計月報」、近畿経済産業局 「百貨店・スーパー販売状況（近畿地域）」
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2022年

4-6月

期

7-9月

期

10-12

月期

2023年

1-3月

期

4-6月

期

7-9月

期

10-12

月期

2024年

1-3月

期

2023年

10月
11月 12月

2024年

1月
2月 3月

大型専門店計 3.7 5.3 8.5 4.4 5.5 8.4 5.4 5.6 7.3 9.4 0.7 4.7 7.8 4.5

家電大型専門店販売額 ▲ 4.3 ▲ 1.8 3.7 ▲ 3.1 ▲ 4.8 3.3 ▲ 1.0 ▲ 1.7 ▲ 0.1 7.5 ▲ 7.5 ▲ 5.5 ▲ 2.1 2.2

ドラッグストア販売額 7.9 12.7 13.6 9.7 13.7 13.0 12.4 12.5 15.4 14.6 7.7 12.8 15.1 9.7

ホームセンター販売額 3.5 ▲ 2.7 2.9 0.8 ▲ 1.6 2.6 ▲ 3.8 ▲ 3.8 ▲ 4.4 ▲ 1.2 ▲ 5.4 ▲ 3.7 ▲ 0.9 ▲ 6.2

▲ 10
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（％） 大型専門店の業態別販売額の推移（前年同期（月）比）

（出所） 経済産業省 「商業動態統計月報」
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（出所） 経済産業省 「商業動態統計月報」、滋賀県統計課「消費者物価指数（大津市）」
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・小売業６業態計売上高は、22年１月以降 27か月連続で前年比プラスが続いている。ただし、

消費者物価指数（帰属家賃を除く総合）上昇分を除くとその勢いは弱まっており、23 年度

後半の物価上昇を考慮した実質個人消費は、前年からほとんど伸びていないとみられる。 

 ・今後の県内小売業の販売動向は、生活必需品を中心に緩やかな増加基調が続くとみられるが

その要因は物価高の影響が大きく、実質個人消費の伸びは限定的になると考えられる。消費

者の低価格志向の強まりから、耐久消費財等の高額品販売は鈍化傾向が続くおそれがある。 
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①小売業６業態計売上高

②消費者物価指数

（帰属家賃除く総合）

（％）

（出所） 経済産業省 「商業動態統計月報」、近畿経済産業局 「百貨店・スーパー販売状況（近畿地域）」、滋賀県統計課「消費者物価指数（大津市）」
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【乗用車の新車登録台数・販売台数】 

・乗用車の新車登録台数・販売台数をみると、23年度は４月から 11月にかけて前年比で二ケ

タ増加が続き好調に推移したが、12 月にはプラス幅が大幅低下し、24 年１月以降は前年比

で二ケタの大幅マイナスが続いている。昨年 12 月に一部大手自動車メーカーによる認証不

正問題が発覚。消費者の自動車に対する不信感の強まりや、一部車種の出荷停止が影響して

いるとみられる。 

・今後については、徐々に持ち直していくとみられるが、今年６月には複数の大手自動車メー

カーによる新たな認証不正問題が発覚しており、今後はその影響に注意が必要である。 
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（％） 乗用車の新車登録・販売台数の推移（前年同期（月）比）

（出所） （一社）日本自動車販売協会連合会 「自動車登録統計情報」、（一社）全国軽自動車協会連合会 「軽四輪車 県別新車販売台数」
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（％） 乗用車の新車登録・販売台数の車種別寄与度の推移（前年同期（月）比）

（出所） （一社）日本自動車販売協会連合会 「自動車登録統計情報」、（一社）全国軽自動車協会連合会 「軽四輪車 県別新車販売台数」
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３．観光：新型コロナの５類移行とインバウンドの増加などで、県内の観光入込客数は堅調に推

移。今後についても大河ドラマ「光る君へ」の放映効果に期待 

・23 年５月に新型コロナの感染症法上の扱いが５類に移行されるなど、社会経済活動が正常

化したことから、23 年度の県内観光入込客数は概ね堅調に推移した。22年度は「全国旅行

支援」と滋賀県独自の観光振興策である「今こそ滋賀を旅しよう！」の支援策による入込客

数の増加があったため、23 年度はその反動減が一部でみられたものの、年度末にかけて県

内でもインバウンド客が回復傾向にあるなど、県内への入込客数は順調に推移した。 

・東近江地区の観光入込客数が今年の３～４月にかけて前年比マイナスとなっているが、一部

施設で改修工事が実施されているためである。 

 ・今後についても、ＮＨＫ大河ドラマ「光る君へ」の放映効果などから、県外からの旅行者が

増加傾向にあり、堅調な推移が期待される。 
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（％） 県内主要観光地の入込客数の推移①（前年同期（月）比）

※②は21年12月にオープンした「めんたいパークびわ湖」を追加。ただし、四半期データの22年1-3月期～10-12月期は、めんたいパークびわ湖を含まない。
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（％） 県内主要観光地の入込客数の推移②（前年同期（月）比）
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・県内の延べ宿泊者数の推移をみると、23 年度は年間を通じて前年比プラスで推移した。年度

前半の４～９月にかけては、新型コロナの５類移行により社会経済活動の正常化が進み、人々

の外出機会が増えたことから、二ケタ増加が続いた。10～12 月にかけては、前年の「全国の

旅行支援」などの反動で、増加の勢いはやや弱まったが、今年に入り県内でもインバウンドの

回復などから、再び二ケタ増加となっている。 

・今後については、ＮＨＫ大河ドラマ「光る君へ」の放映効果などから、大津地区を中心に県外

から中高年の旅行者が増加傾向にあり、県内宿泊者数は引き続き堅調な推移を見込む。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023年1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 2024年1月 2月 3月
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リゾートホテル 45,550 37,660 49,180 59,380 73,290 34,060 70,480 114,790 61,020 57,220 74,050 76,990 46,040 39,620 65,470

旅館 52,590 51,560 79,990 62,640 59,360 56,870 61,200 73,370 52,250 73,800 63,160 56,810 52,570 54,790 81,630
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（人泊） （前年同月比・％）
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４．民間設備投資：大手県内進出メーカーによる工場建設や大型物流施設の着工があり前年を

大幅に上回る月もあったが、建築コストの高止まりで半数以上の月で前年

比マイナスとなる 

・民間非居住用建築物着工床面積をみると、23年度は物価高による建築資材の高騰や職人不足

による人件費の高騰などから建築コストが高止まりし、半数以上の月で前年比マイナスと

なった。そうした中で、鉱工業用では、一部大手県内進出メーカーによる工場建設の動きが

みられ、サービス業用では、大型物流施設の着工があったため、前年を大幅に上回る月があ

った（４月：前年同月比＋26.5％、８月：同＋26.3％、10月：同＋36.3％、11月：同＋578.9％、

24年３月：＋563.0％）。 

・23年度大型工事の状況を市町別にみると、４月；東近江市（鉱工業用、37,583㎡）、８月：

野洲市（鉱工業用、26,766㎡）、東近江市（鉱工業用、26,245㎡）、11月：湖南市（サービ

ス業用、182,503㎡）、24年１月：日野町（鉱工業用、43,420㎡）、３月：守山市（鉱工業

用、64,885㎡）など。 

・建築価格の高止まりが予想されることから、当面は、建築を伴う大型投資の動きは低調な推

移が見込まれる。一方、人手不足に対応した省力化・省人化投資、脱炭素に向けた環境対応

投資など、将来を見据えた投資の増加が期待される。 
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（出所） 国土交通省 「建築着工統計調査」
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 ・トラックの新車登録台数をみると、普通トラックは５月から 12 月までの８か月間、前年比

で二ケタの大幅プラスと好調に推移した。小型トラックは４月から 12月にかけて一進一退

で推移した。一方、今年１月以降は、一部大手メーカーによる認証不正問題の影響で前年比

マイナスとなる月が増加した。特に小型トラックは今年１月以降、４か月連続で大幅マイナ

スとなっている。 
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合計 ▲ 28.1 ▲ 9.8 4.4 27.8 19.8 15.9 11.0 ▲ 33.7 6.2 7.4 ▲ 24.5 ▲ 31.6 ▲ 40.9 ▲ 0.7
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（％） トラックの新車登録台数の推移（前年同期（月）比）

（出所） （一社）日本自動車販売協会連合会 「自動車登録統計情報」
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・当社が今年５月に実施した「県内企業動向調査」の「特別項目：設備投資計画について」

の調査結果によると（881社対象、有効回答 263社）、24年度に設備投資を実施する計画

の有無について、全体では「すでに実施済み、または実施予定がある」が 41.1％で最も高

くなった。次いで「実施を検討中」が 22.8％。「実施予定はない」は 18.3％となった。 

・業種別でみると、「すでに実施済み、または実施予定がある」は、製造業が 46.1％、非製

造業が 37.2％で、製造業が 8.9ポイント上回った。 

 

 

24年度設備投資の実施計画の有無（業種別） 

 

・現在の設問設定となった 21年度からの推移をみると、「すでに実施済み、または実施予定

がある」は、23年度（46.6％）がピークで、今年度（41.1％）は 5.5ポイント低下した。

逆に「実施を検討中」は 23年度（16.8％）から 24年度（22.8％）は 6.0ポイント増加し

ている。 
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・23年度の設備投資［実績］と 24年度の設備投資［計画］について、それぞれの投資総額

をたずねた。全体では 24年度の［計画］は「１千万円以上、５千万円未満」が 24.7％で

最も高く、次いで「１千万円未満」（22.7％）となった。「設備投資なし（＝０円）」は

17.5％。 

・製造業は「１千万円以上、５千万円未満」が 26.7％で最も高く、次いで「１億円以上、５

億円未満」（22.2％）となった。23年度比では、「１千万円未満」（12.2％）が▲10.1ポイ

ントと大幅に減少する一方、「１億円以上、５億円未満」は 7.6ポイント増加した。非製

造業は「１千万円未満」（31.7％）が最も高く、次いで「１千万円以上、５千万円未満」

（23.1％）となった。 

 

 

設備投資額（業種別） 

※24 年度［計画］には「未定」の選択肢があったが、投資額で比較するため、「未定」回

答者を除いて集計。 
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・設備投資の目的をたずねたところ（複数回答）、24年度［計画］は、全体では「設備の維

持補修・更新」が 60.4％で突出して高く、次いで「情報（IT）化、DX（デジタル・トラン

スフォーメーション）」（27.8％）、「事務所、工場、店舗等の増築・拡大（建替え含む）」

（20.8％）となった。 

 

 

設備投資の目的（全体、複数回答） 

 

・今後の設備投資の方針についてたずねたところ、「現状と同程度を維持」が 66.0％で最も

高くなった。「設備投資を拡大」は 16.4％で、「設備投資を抑制」（17.6％）を 1.2ポイン

ト下回った。 

・業種別でみると、「設備投資を拡大」は製造業が 21.1％と非製造業（12.8％）を 8.3ポイ

ント上回った。「設備投資を抑制」は大きな差は無かった。 

 

 

今後の設備投資の方針（業種別） 
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５．住宅投資：持家と分譲住宅が低水準の推移。今後も住宅購入・建築需要の回復は見込み難く、

伸び悩むと考えられる 

・新設住宅着工戸数の推移をみると、23年度はほとんどの月で前年比マイナスとなった。 

・利用関係別でみると、持家は 23年３月から 24年２月までの 12か月連続で前年比マイナス

となるなど、全体に低水準で推移した。貸家は年度前半には前年比で大幅マイナスとなる月

が多かったが、後半は前年比プラスとなる月も多くみられた。分譲住宅は年度前半には前年

比プラス基調で推移したが、後半はほとんどの月で前年比大幅マイナスとなった。 

・建築コストの高騰が続いており、マイホームを諦め、貸家を選択するケースが増加傾向にあ

ると考えられる。 

・今後については、今年３月に日銀がマイナス金利政策を解除したことに伴い、住宅ローン金

利が小幅上昇しているのに加えて、建築コストの高騰も続いており、住宅購入・建築需要の

回復は見込み難く、全体に伸び悩むと考えられる。 
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６．公共投資：請負金額は 23年度累計で２年ぶりに増加。今後は横ばいの推移を予想 

 ・西日本建設業保証㈱の前払金保証額から請負金額をみると、23 年度累計で約 1,632 億円、

前年度比＋4.4％となり、２年ぶりの増加となった。 

 ・発注者別では、「独立行政法人」が前年度比＋61.0％、「その他」が同＋103.2％でプラスと

なった一方、国が同▲6.9％、県が同▲18.9％、市町が同▲14.1％でマイナスとなった。 

 ・今後については、国による「防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化対策」が 25年

までは実施されるため、大幅な減少はないとみられるが、「県」や「市町」は公共工事関連

予算の大幅な増加が望めないことから、全体としては横ばいの推移を見込む。 

 

 《23年４月から 24年３月までの主な大型工事》 

国  ：米原バイパス矢倉川高架橋鋼上部工事（近畿地方整備局、工事場所：米原市、請負

総額：約 12億円、対象額：約５億円）（７月） 

小松拡幅北小松高架橋ＰＣ上部工事（近畿地方整備局、工事場所：大津市、請負総

額：約８億円、対象額：約４億円）（24年１月） 

米原バイパス佐和山高架橋鋼上部工事（近畿地方整備局、工事場所：彦根市、請負

総額：約６億円、対象額：約３億円）（２月） 

     栗東水口道路上砥山切土工事（同上、同：栗東市、同：約５億円、同：約４億円）

（２月） 

     野洲栗東バイパス手原高架橋鋼上部工事（同上、同：栗東市、同：約７億円、同：

約４億円）（２月） 

湖西道路雄琴地区舗装工事（近畿地方整備局、工事場所：大津市、請負総額：約４

億円、対象額：約４億円）（３月） 

     湖西道路真野地区舗装工事（同上、同：大津市、同：約４億円、同：約４億円）（３

月） 

     湖西道路仰木の里地区舗装工事（同上、同：大津市、同：約４億円、同：約４億円）

（３月） 

      国道 161号新安曇川大橋耐震補強工事（同上、同：高島市、対象額：約３億円）（３

月） 

      大津外・隊庁舎新設等建築その他工事（近畿中部防衛局、同：大津市、請負総額：

約 16億円、対象額：約４億円）（３月） 

 

独立行政法人： 

新名神高速道路田上枝工事（その２）（西日本高速道路㈱関西支社、工事場所：大

津市、請負総額：約 283億円、対象額：約 50億円）（４月） 

    滋賀高速道路事務所管内舗装補修工事（令和４年度）（同上、同：東近江市、対象

額：約５億円）（４月） 

厩舎改築工事（日本中央競馬会栗東トレーニング・センター、工事場所：栗東市、

対象額：約 26億円）（５月） 

新名神高速道路田上枝工事（西日本高速道路㈱関西支社、工事場所：大津市、請負

総額：約 323億円、対象額：約 144億円）（６月） 

新名神高速道路大戸川橋他２橋工事（同上、同：大津市、同：約 259億円、同：約

121億円）（６月） 

新名神高速道路信楽工事（同上、同：甲賀市、同：約 71億円、同：約 27億円）（６

月） 

新名神高速道路甲賀土山ＩＣ他３箇所雪氷施設増築工事（西日本高速道路㈱関西

支社、同：甲賀市、対象額：約５億円）（７月） 

関西支社管内ＥＴＣ設備改造工事（西日本高速道路㈱関西支社、工事場所：栗東市、

請負総額：約 50億円、対象額：約 16億円）（８月） 
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新名神高速道路田上関津工事（西日本高速道路㈱関西支社、工事場所：大津市、請

負総額：約 34億円、対象額：約８億円）（９月） 

新名神高速道路杣川橋設計・工事（同上、同：甲賀市、請負総額：約 50億円、対

象額：約５億円）（９月） 

逍遥馬道改造工事（日本中央競馬会栗東トレーニング・センター、工事場所：栗東

市、対象額：約 15億円）（10月） 

新名神高速道路奥山田川橋他１橋工事（西日本高速道路㈱関西支社、工事場所：大

津市、請負総額：約 52億円、対象額：約９億円）（11月） 

新名神高速道路池田高架橋他２橋設計・工事（同上、同：甲賀市、同：約 36億円、

同：約４億円）（11月） 

新名神高速道路池田高架橋（上り線）設計・工事（同上、同：甲賀市、同：約６億

円、同：約３億円）（11月） 

名神高速道路多賀スマートインターチェンジ（上り線）工事（中日本高速道路㈱名

古屋支社、同：約 15億円、同：約８億円）（11月） 

新名神高速道路大石小田原工事（西日本高速道路㈱関西支社、工事場所：大津市、

請負総額：約 39億円、対象額：約６億円）（12月） 

イニシアティブ棟新営その他工事（滋賀大学、同：彦根市、対象額：約６億円）（12

月） 

新名神高速道路大津大石トンネル工事（西日本高速道路㈱関西支社、同：大津市、

同：約 200億円、同：約 21億円）（24年３月） 

      新名神高速道路大石龍門工事（同上、同：大津市、同：約 105億円、同：約 14億

円）（３月） 

 

県  ：びわこモーターボート競走場旧スタンド他解体その他工事（同：大津市、請負総額：

約７億円、対象額：約５億円）（４月） 

    大津能登川長浜線補助道路整備工事（同：草津市、同：約 10億円、同：約５億円）

（４月）  

    国道 307号補助道路整備工事（同：甲賀市、同：約６億円、同：約４億円）（４月） 

滋賀県立総合病院放射線治療棟新築工事（滋賀県病院事業庁、同：守山市、請負総

額：約６億円、対象額：約５億円）（５月） 

神郷彦根線補助道路整備工事（同：愛荘町、対象額：約５億円）（６月） 

大津能登川長浜線補助道路整備工事（同：栗東市、同：約４億円、同：約４億円）

（８月） 

神郷彦根線補助道路整備工事（同：東近江市、請負総額：約 23億円、対象額：約

５億円）（10月） 

 

市町 ：真野川橋（仮称）上部工工事（大津市、対象額：約５億円）（４月） 

    浅井中学校南校舎長寿命化改修工事（建築）（長浜市、請負総額：約７億円、対象

額：約４億円）（４月） 

    北山田浄水場配水池耐震補強工事（草津市、同：約 11億円、同：約５億円）（４月） 

湖南広域消防局北消防署出張所新庁舎建設（建築）工事（守山市、請負総額：約５

億円、対象額：約３億円）（６月） 

市道新町・貴生川幹線内貴橋道路整備工事（甲賀市、同：約３億円）（７月） 

市立運動公園野球場改修工事（近江八幡市、同：約 22億円、同：約５億円）（９月） 

     草津駅西口自転車駐車場建替他工事（草津市、対象額：約４億円）（９月） 

     次期防災行政無線システム整備工事（高島市、請負総額：約 12億円、対象額：約

３億円）（９月） 

送水管布設替工事（大津市公営企業管理者、対象額：約９億円）（10月） 

比江水源地更新工事（電気・機械設備）（野洲市、対象額：約４億円）（11月） 
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堅田小学校長寿命化改良等工事（大津市、対象額：約 15億円）（12月） 

膳所小学校長寿命化改良等工事（大津市、対象額：約 12億円）（24年１月） 

中主小学校新館棟大規模改修（建築主体）工事（野洲市、同：約６億円、同：約４

億円）（３月） 

     道の駅あいの土山新築工事（甲賀市、対象額：約 16億円）（３月） 

 

その他：琵琶湖東北部浄化センター汚泥処理設備工事（下水道事業団、工事場所：彦根市、

同：約 11億円、同：約３億円）（４月） 

    琵琶湖湖南中部浄化センター建設工事（同上、同：草津市、同：約 23億円、同：

約６億円）（４月） 

琵琶湖大橋有料道路舗装工事（滋賀県道路公社、同：大津市、対象額：約７億円）

（５月） 

高山浄水場ろ過設備設置工事（長浜水道企業団、工事場所：長浜市、対象額：約７

億円）（６月） 

（仮称）東浅井消防署新築工事（湖北地域消防組合、工事場所：長浜市、対象額：

約 10億円）（11月） 

（仮称）米原消防署新築工事（同上、同：米原市、同：約９億円）（11月） 

琵琶湖東北部浄化センター電気設備工事（下水道事業団、工事場所：彦根市、請負

総額：約 14億円、対象額：約６億円）（24年３月） 

      琵琶湖湖南中部浄化センター下水汚泥燃料化施設建設工事（同上、同：草津市、同：

約 101億円、同：約 17億円）（３月） 
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2022年

4-6月

期

7-9月

期

10-12

月期

2023年

1-3月

期

4-6月

期

7-9月

期

10-12

月期

2024年

1-3月

期

2023年

11月
12月

2024年

1月
2月 3月 4月

国 2.9 ▲ 8.4 1.6 ▲ 3.3 ▲ 3.0 1.0 3.2 ▲ 1.0 7.4 0.8 1.7 ▲ 35.6 16.3 1.3

独立行政法人 4.8 6.8 ▲ 12.2 ▲ 4.0 34.5 ▲ 8.1 ▲ 2.7 0.7 18.7 19.1 0.4 0.8 0.6 19.0

県 ▲ 4.1 ▲ 5.6 ▲ 7.6 ▲ 9.3 ▲ 10.4 ▲ 4.0 ▲ 4.5 ▲ 4.1 ▲ 11.2 4.3 ▲ 15.7 ▲ 0.6 ▲ 2.6 6.0

市町 11.1 ▲ 17.2 ▲ 1.3 38.4 ▲ 6.8 3.3 6.2 ▲ 15.9 6.8 9.9 27.3 ▲ 6.6 ▲ 33.0 27.8

その他 0.4 ▲ 1.6 ▲ 2.5 ▲ 0.5 2.6 ▲ 1.4 9.3 4.9 27.5 ▲ 0.2 7.9 ▲ 1.8 7.6 ▲ 5.7

合計 15.1 ▲ 26.0 ▲ 22.1 21.3 17.0 ▲ 9.2 11.5 ▲ 15.4 49.4 33.9 21.5 ▲ 43.8 ▲ 11.1 48.5

​
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​
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（％） 公共工事請負額の発注者別寄与度の推移（前年同期（月）比）

（出所） 西日本建設業保証（株） 「滋賀県の公共工事動向」

2022年

4-6月期
7-9月期 10-12月期

2023年

1-3月期
4-6月期 7-9月期 10-12月期

2024年

1-3月期

2023年

11月
12月

2024年

1月
2月 3月 4月

国 5,503 2,334 1,380 6,494 3,523 2,657 2,234 6,207 980 316 766 1,854 3,587 727

独立行政法人 15,457 6,775 6,462 3,902 38,551 4,100 5,736 4,096 2,594 1,466 264 70 3,762 10,759

県 29,736 11,605 10,019 5,406 22,774 10,292 8,807 4,189 2,032 2,636 1,260 1,251 1,678 16,441

市町 14,463 10,783 8,406 12,559 9,935 11,878 10,073 7,824 2,512 3,719 2,909 1,645 3,270 9,794

その他 1,858 1,343 508 1,367 3,597 887 2,992 2,836 2,220 92 467 0 2,369 395
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（百万円） 公共工事請負額の発注者別の推移
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（出所） 西日本建設業保証（株） 「滋賀県の公共工事動向」
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７．雇用：県内の雇用環境は年間を通じて緩やかに低下。今年２月には「有効求人倍率」が一時

的に１倍を下回る。求人と求職のミスマッチが一部で発生 

 ・新規求人数をみると、ほとんどの月で前年比マイナスとなった。一方、新規求職者数は４月

から６月にかけて前年比マイナスで推移したが、その後はプラス基調で推移している。 

 ・好条件を求める求職者が増加しており、求人と求職のミスマッチが一部で発生している可能

性があると考えられる。 

 

 

 
 

・この結果を受けて新規求人倍率は、４月の 1.80 倍から徐々に低下し、24 年２月には 1.55

倍まで低下、その後３月には 1.80倍まで回復している。 

・有効求人倍率は、４月の 1.14倍から徐々に低下し、24年２月には 0.99倍と 22年１月以来

約２年ぶりに１倍を下回った。その後３月には 1.00倍と僅かに回復している。 

・実態に近い就業地別の有効求人倍率も、４月の 1.39 倍から徐々に低下し、24 年２月には

1.22倍まで低下した。 

 

 

 

2022年

4-6月

期

7-9月

期

10-12

月期

2023年

1-3月

期

4-6月

期

7-9月

期

10-12

月期

2024年

1-3月

期

2023年

11月
12月

2024年

1月
2月 3月 4月

新規求人数 15.9 13.0 10.7 6.9 ▲ 2.0 ▲ 4.6 ▲ 10.7▲ 11.3 ▲ 15.7▲ 11.0▲ 11.0▲ 10.6▲ 12.6 ▲ 2.5

新規求職者数 0.6 ▲ 5.4 ▲ 7.5 ▲ 0.6 ▲ 0.8 2.3 4.6 ▲ 0.5 4.1 4.2 3.8 2.9 ▲ 8.4 0.9
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（％） 新規求人数と新規求職者数の推移（パートを含む）（前年同期（月）比）

（出所） 滋賀労働局 「職業安定業務月報」

2022

年

10月

11月 12月

2023

年

1月

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2024

年

1月

2月 3月 4月

新規求人倍率 1.94 2.10 1.98 1.99 1.82 1.91 1.80 1.87 1.85 1.85 1.82 1.76 1.81 1.65 1.69 1.70 1.55 1.80 1.83

有効求人倍率（受理地別） 1.16 1.19 1.20 1.20 1.17 1.13 1.14 1.12 1.09 1.08 1.08 1.07 1.05 1.04 1.01 1.01 0.99 1.00 1.00

有効求人倍率（就業地別） 1.40 1.44 1.44 1.43 1.41 1.38 1.39 1.38 1.35 1.34 1.33 1.32 1.30 1.29 1.26 1.25 1.22 1.24 1.26
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（倍） 求人倍率の推移（パートを含む、季節調整済値）

（出所） 滋賀労働局 「職業安定業務月報」
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・県内の安定所別の有効求人倍率を原数値でみると、いずれの安定所も年度の初めから 12月

にかけて概ね緩やかに上昇した後、24 年１月以降は低下傾向にあり、４月には甲賀（0.78

倍）、大津（0.87倍）、東近江（0.87倍）、草津（0.94倍）と 4か所で１倍を下回っている。 

・県内では非製造業を中心に人手不足が続いているとみられるが、物価高や賃上げ機運の高ま

りにより採用を控える動きが一部で広まっていると考えられる。 

 

 

 
 

・当社が今年５月に実施した「県内企業動向調査」によると（881 社対象、有効回答 264 社）、

雇用人員ＤＩ（▲28→▲27）は１ポイント上昇のほぼ横ばいとなった。業種別にみると、製造

業（▲13→▲13）は横ばい、非製造業（▲40→▲37）は３ポイントの上昇となった。依然とし

て非製造業で不足感の強い状態が続いている。 

 

 

 
 

以上 

2023年

1月
2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2024年

1月
2月 3月 4月

大津 1.17 1.16 1.06 0.99 1.00 0.98 0.95 0.98 0.98 0.99 1.02 1.08 1.11 1.08 1.00 0.87

高島 1.21 1.19 1.04 0.98 0.92 1.00 1.02 1.04 0.98 0.99 1.11 1.15 1.17 1.08 1.05 1.00

長浜 1.52 1.40 1.34 1.18 1.12 1.10 1.14 1.12 1.06 1.09 1.21 1.20 1.18 1.17 1.12 1.03

彦根 1.46 1.47 1.34 1.20 1.12 1.12 1.18 1.22 1.23 1.18 1.20 1.26 1.26 1.22 1.19 1.10

東近江 1.36 1.35 1.23 1.02 0.92 0.85 0.94 1.00 0.94 0.93 0.92 0.97 0.99 1.03 0.99 0.87

甲賀 1.35 1.26 1.14 1.03 1.00 0.98 0.97 0.98 1.02 1.03 1.07 1.11 1.08 0.99 0.85 0.78

草津 1.39 1.35 1.17 1.05 1.04 1.01 1.04 1.06 1.10 1.08 1.05 1.12 1.17 1.17 1.06 0.94

​
​
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県内の安定所別の有効求人倍率の推移（パートを含む、原数値）

（出所） 滋賀労働局 「職業安定業務月報」
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（％・ポイント） 雇用人員ＤＩ

（見通し）


